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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (1)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の下の面にあるからです。

ＱからＲまで線を引いてＯＫです。

ＱＲは，立方体の右の面にあるからです。

ＲからＰまで線を引いてＯＫです。

ＲＰは，立方体の前の面にあるからです。

ＰＱＲは三角形で，しかもＱＲとＲＰの長さは

等しいです。しかしＰＱは正方形の対角線なので，

ＱＲやＲＰとはちがう長さです。

よって，三角形ＰＱＲは二等辺三角形になり，答えはイです。

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｒ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (2)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の前の面にあるからです。

ＱからＲまでは，線を引いてはいけません。

なぜなら，ＲＰは立方体の表面を通っておらず，内部を

通っているからです。

ＲからＰまで線を引いてＯＫです。

ＲＰは，立方体の上の面にあるからです。

ＱからＰＲと平行に，ＲからＰＱと平行に線を引いて

ＯＫです。それぞれ下の面，後ろの面を通るからです。

切り口の四角形は 4つの辺がすべて同じで，4つの角が

すべて直角ですから，正方形になり，答えはサです。

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｐ

Ｑ

Ｒ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (3)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の前の面にあるからです。

ＱからＲまで線を引いてＯＫです。

ＱＲは，立方体の右の面にあるからです。

ＲからＰまでは，線を引いてはいけません。

なぜなら，ＲＰは立方体の表面を通っておらず，内部を

通っているからです。

そこで，「平行な面は切り口の線も平行」というルールを

利用します。左の面と右の面は平行ですから，切り口の線

も平行になるように，Ｐから線を引きます。

さらに，右の図のように線を引いてＯＫです。

ＱＰは立方体の辺と直角に交わっていますから，ＱＲが

かたむいていても，ＱＰとＱＲは直角に交わっています。

よって，この四角形は長方形になり，答えはコです。

Ｐ Ｑ

Ｒ

Ｐ Ｑ

Ｒ

Ｐ Ｑ

Ｒ

Ｐ Ｑ

Ｒ

Ｐ Ｑ

Ｒ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (4)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の左の面にあるからです。

ＱからＲまで線を引いてはいけません。

なぜなら，ＲＰは立方体の表面を通っておらず，内部を

通っているからです。

ＲからＰまで線を引いてＯＫです。

ＲＰは，立方体の後ろの面にあるからです。

左の面と右の面は平行なので，ＰＱと平行に，Ｒから

線を引いてＯＫです。

(次のページへ)

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｐ

Ｑ

Ｒ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

さらに，後ろの面と前の面は平行なので，ＰＲと平行に，

Ｑから線を引いてＯＫです。

切り口の図形は右の図のような四角形です。

この四角形は，辺の長さがすべて同じなので，「ひし形」か

「正方形」かのどちらかです。

「ひし形」か「正方形」かの区別は，辺と辺の間の角が直角になるかどうかでわか

ります。

ＰＱは立方体の辺とは直角には交わっておらず，ＰＲも立方体の辺とは直角には交

わっていません。

このように，ＰＱ，ＰＲのどちらの辺も立方体の辺と直角には交わっていない場合

は，ＰＱとＰＲの間の角は直角にはなりません。

(逆に，ＰＱ，ＰＲのどちらかだけでも立方体の辺と直角だったら，ＰＱとＰＲの間の

角は直角になります。)

よってこの四角形は正方形にはならず，「ひし形」ということになりますから，答え

はケです。

Ｐ

Ｑ

Ｒ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (5)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の前の面にあるからです。

ＰからＲまで線を引いてＯＫです。

ＰＲは，立方体の上の面にあるからです。

ＱからＲまで線を引いてはいけません。

なぜなら，ＱＲは立方体の表面を通っておらず，内部を

通っているからです。

そこで，「平行な面は切り口の線も平行」というルールを

利用します。上の面と下の面は平行ですから，切り口の線

も平行になるように，Ｑから線を引きます。

(次のページへ)

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｐ

Ｑ

Ｒ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

最後に点と点を結ぶと，右のような四角形になります。

右の図のアとイは平行な辺です。

平行な辺はこの 1組しかないので，この四角形は台形です。

答えはキです。

Ｐ

Ｑ

Ｒ

ア
Ｐ

Ｑ

Ｒ

イ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (6)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の左の面にあるからです。

でも，ＱからＲ，ＲからＰは線を引いてはいけません。

立方体の内部を通るからです。

そこで，「平行な面は切り口の線も平行」というルールを

利用します。右の面と左の面は平行ですから，切り口の線

も平行になるように，Ｒから線を引きます。立方体の辺と

ぶつかった点をＳとすると，

ＳからＱまで線を引いてＯＫです。

ＳＱは，立方体の前の面にあるからです。

ここでまた，「平行な面は切り口の線も平行」というルール

を利用します。前の面と後ろの面は平行ですから，切り口の

線も平行になるように，Ｐから線を引きます。立方体の辺と

ぶつかった点をＴとすると，

ＴからＲまで線を引いてＯＫです。

ＴＲは，立方体の上の面にあるからです。

これで，切り口の形は五角形になりました。

答えはシです。

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ
Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ
Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ
Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｔ

Ｓ
Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｔ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(基本) 2 (1)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱ，ＱからＲ，ＲからＰまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは立方体の上の面，ＱＲは前の面，ＲＰは右の面に

あるからです。

頂点Ａをふくむ立体は，右の図のしゃ線のような三角すいに

なります。

底面を三角形ＡＰＱにすると，底面積は 3×8÷2＝ 12 (cm2)

です。

1
高さは 8 cmなので，体積は，12×8× ＝ 32 (cm3)です。

3

8cm

Ａ
Ｑ

Ｐ

Ｒ

8cm
3cm

8cm

Ａ
Ｑ

Ｐ

Ｒ

8cm
3cm
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(基本) 2 (2)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＲ，ＲからＱまで線を引いてＯＫです。

ＰＲは上の面にあり，ＲＱは立方体の辺だからです。

でも，ＰからＱは線を引いてはいけません。

立方体の内部を通るからです。

そこで，「平行な面は切り口の線も平行」というルールを

利用します。上の面と下の面は平行ですから，切り口の線

も平行になるように，Ｑから線を引きます。立方体の頂点

とぶつかった点をＳとすると，

ＳからＰまで線を引いてＯＫなので，四角形ができます。

この四角形で立方体を切ったときの，Ａをふくむ方の

立体の体積を求める問題ですが，Ａをふくむ方の立体と，

Ａをふくまない方の立体とは，まったく同じですから，

体積も同じです。

よってＡをふくむ立体の方は，立方体の体積の半分に

なりますから，8×8×8÷2＝ 256 (cm3)です。

8cm

Ａ Ｑ

Ｐ

Ｒ
8cm

8cm

8cm

Ａ Ｑ

Ｐ

Ｒ
8cm

8cm

Ｓ

8cm

Ａ Ｑ

Ｐ

Ｒ
8cm

8cm

8cm

Ａ Ｑ

Ｐ

Ｒ
8cm

8cm
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(基本) 2 (3)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱ，ＱからＲまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは立方体の左の面，ＱＲは立方体の辺だからです。

でも，ＰからＲは線を引いてはいけません。

立方体の内部を通るからです。

ＱＲと平行な線をＰから引き，立方体の辺とぶつかった

点をＳとすると，

ＳとＲを結ぶことができて，四角形ができます。

Ａをふくまない方は，三角柱です。
、、、、、

この三角柱の底面積は，5×8÷2＝ 20 (cm2)ですから，この

三角柱の体積は，20×8＝ 160 (cm3)です。

よって，Ａをふくむ方の立体の体積は，立方体全体から

Ａをふくまない方の体積を引いた体積なので，

8×8×8－160＝ 512－160＝ 352 (cm3)です。

8cmＡ

Ｑ

Ｐ

Ｒ
8cm

8cm

5cm

8cmＡ

Ｑ

Ｐ

Ｒ
8cm

8cm

5cm Ｓ

8cmＡ

Ｑ

Ｐ

Ｒ
8cm

8cm

5cm Ｓ

8cmＡ

Ｑ

Ｐ

Ｒ
8cm

8cm

5cm Ｓ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(基本) 3 (1)

ワンポイント 「上から見る」「右から見る」「正面から見る」のどれかを利用します。

図の矢印の方向から太線部分を見ると，

立方体の左の面と右の面は平行になっているので，

2本の太線も平行になります。

右の図の☆は 10－6＝ 4 (cm)なので，★も4 cmです。

よってａは，4＋4＝ 8 (cm)です。

6cm

4cm

見る
ａ

ａ
10cm

4cm
6cm

ａ
10cm

4cm
6cm

★
☆
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(基本) 3 (2)

ワンポイント 平行な線があれば，相似な図形があるかも…。

上の面と下の面は平行なので，右の図の2本の太線は平行に

なっています。

よって上の面の三角形としたの面の三角形は相似になり，

上の面の 5 cmが，下の面では10 cmなので，10÷5＝ 2 (倍)に

なっています。

したがってｂの 2倍が 6 cmなので，ｂは，6÷2＝ 3 (cm)です。

6cm

ｂ5cm

10cm
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(基本) 3 (3)

ワンポイント 平行な面は切り口も平行なので，相似図形があらわれます。

正面と後ろの面は平行ですから，右の図の 2本の太線も平行

です。

アは 10－5＝ 5 (cm)ですから，前の面にある太線の「たて：横」

は，5：10＝ 1：2です。

よって後ろの面にある太線も，「たて：横」は 1：2になります。

ｃを①とすると，4 cmは②にあたります。

①あたり，4÷2＝ 2 (cm)ですから，ｃは 2 cmです。

また，左の面と右の面は平行ですから，図の 2本の太線も

平行です。

イは 10－2＝ 8 (cm)，ウは 10 cmですから，右の面にある太線

の「たて：横」は，8：10＝ 4：5です。

よって左の面にある太線も，「たて：横」は 4：5です。

5 cmが 4 ，dが 5 にあたります。

1 あたり 5÷4＝ 1.25 (cm)ですから，ｄ＝ 5 ＝ 1.25×5＝ 6.25 (cm)です。

ｃ＝ 2 cm，ｄ＝ 6.25 cmであることがわかりました。

1
(もちろん，ｄ＝6.25 cmを分数で6 cmと答えてもマルです。)

4

4cm

5cm

10cm

ｃ

ア

ｄ

4cm

5cm

10cm

ｄ

イ

2cm

ウ
5cm
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(基本) 4

ワンポイント 知っているとすごく役に立つ知識があります。

(1) このように直方体を切る問題では，「ＤＳ＋ＥＱ」

と，

「ＡＰ＋ＨＲ」が，等しいことを利用して問題を

解きます。

ＤＳ＝ 12－6＝ 6 (cm)，ＥＱ＝ 5 cmですから，「ＤＳ＋ＥＱ」は，

6＋5＝ 11 (cm)です。

よって「ＡＰ＋ＨＲ」も 11 cmになり，ＡＰ＝ 10 cmですから，ＨＲ＝ 11－10＝ 1 (cm)

です。

(2) 頂点Ａをふくむ立体の底面を，右の図のかげを

つけた正方形にします。底面積は，6×6＝ 36 (cm2)

です。

立体の高さは，「ＤＳとＥＱの平均」，または，

「ＡＰとＨＲの平均」にします。

(1)で，「ＤＳ＋ＥＱ」は11 cmであることがわかって

いますから，「ＤＳとＥＱの平均」は，11÷2＝ 5.5 (cm)

です。

底面積は 36 cm2で，高さは 5.5 cmですから，この立体の体積は，36×5.5＝ 198 (cm2)で

す。

Ｄ

Ｐ

Ｓ

Ｒ

Ｑ

Ａ

Ｅ

Ｈ

12cm

6cm

10cm

5cm

Ｄ

Ｐ

Ｓ

Ｒ

Ｑ

Ａ

Ｅ

Ｈ

12cm

6cm

10cm

5cm

Ｄ

Ｐ

Ｓ

Ｒ

Ｑ

Ａ

Ｅ

Ｈ

12cm

6cm

10cm

5cm

6cm

6cm

6cm

6cm

6cm

6cm

6cm

Ｄ

Ｐ

Ｓ

Ｒ

Ｑ

Ａ

Ｅ

Ｈ

12cm

6cm

10cm

5cm

6cm

6cm

6cm
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(練習) 1 (1)

ワンポイント 前の面，後ろの面の切り口の辺をくらべます。

ＰからＱ，ＱからＲまで線を引いてＯＫです。

それぞれ左の面，前の面にあるからです。

ＰからＲまで線を引いてはいけません。

立体の内部を通るからです。

「面が平行なら，切り口の線も平行」ですから，

前の面に書いた切り口の線であるＱＲと平行に，

後ろの面にＰから線を引きます。

その線がＨＧと交わる点をＳとします。

ＳからＲまでは線を引いてＯＫです。

下の面にあるからです。

右の図のアは 7－4＝ 3 (cm)ですから，ＱＲの線は，

「たて：横」が，ア：4＝ 3：4です。

平行ですから，ＰＳの線も，「たて：横」が，

1：2になっています。

イは 7－1＝ 6 (cm)ですから，ウであるＨＳの長さ

は，6÷3×4＝ 8 (cm)です。

7cm

7cm

10cm

Ｐ

Ｒ

Ｑ
Ｈ

Ｇ

4cm

4cm

1cm

7cm

7cm

10cm

Ｐ

Ｒ

Ｑ
ＳＨ

Ｇ

4cm

4cm

1cm

7cm

7cm

10cm

Ｐ

Ｒ

Ｑ
ＳＨ

Ｇ

4cm

4cm

1cm

ア

イ

ウ

7cm

7cm

10cm

Ｐ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(練習) 1 (2)

ワンポイント 「三角すい台」の体積は，「大三角すい－小三角すい」で求めます。

頂点Ｈをふくむ立体 の体積を求めます。

ＰＱ，ＨＥ，ＳＲをのばして として，交わった点

をＯとします。

底面の と は相似で，

ＥＲ：ＨＳ＝ 4：8＝ 1：2 ですから となり，

7 cmが ②－①＝①にあたります。②の部分は，7×2＝ 14 (cm)です。

(次のページへ)
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Ｒ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

＝ －

1 1
＝ 8×14÷2×6× － 4×7÷2×3×

3 3

＝ 112－14

＝ 98 (cm3)
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Ｈ

4cm

6cm
8cm

3cm

Ｅ

7cm

Ｐ

Ｒ

Ｑ Ｓ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(練習) 2 (1)

ワンポイント 立体の高さは，「平均」にします。

切り口の図形は，右の図のようになります。

頂点Ｃをふくむ方の立体の底面は，右の図の

しゃ線部分になり，その面積は，8×8＝ 64 (cm2)

です。

高さは「ＥＨとＣＱの平均」にします。

ＥＨは 8 cmで，ＣＱは 8－5＝ 3 (cm)ですから，

「ＥＨとＣＱの平均」は，(8＋3)÷2＝ 5.5 (cm)です。

よって，頂点Ｃをふくむ立体の底面積は64 cm2，

高さは 5.5 cmですから，体積は 64×5.5＝ 352 (cm3)です。
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(練習) 2 (2)

ワンポイント 「全小大差」という解き方をマスターしましょう。

この問題のような，「表面積の差」を求める問題の場合は，

① まず全体の表面積を求めます。

② 次に，小さい方の立体の表面積を求めます。

③ 大きい方の立体の表面積は，①から②を引くことによって

求められます。

④ ②で小さい方の立体の表面積，③で大きい方の立体の表面積

を求めたので，③から②を引くことによって差を求めることが

できます。

のように，「全小大差」という求め方で解きます。

ただし，①から④のどの表面積も，「切り口の面積」は無視してＯＫです。

① 全体の表面積は，1辺が 8 cmの立方体の表面積ですから，8×8×6＝ 384 (cm2)です。

② 小さい方の立体は，右の図のしゃ線部分の立体です。

ＡＰは 2 cmですが，ＢＱは5 cmですから，ＰよりもＱの

方が，5－2＝ 3 (cm)だけ奥の方のあります。

同じようにして，ＥよりもＲの方が3 cmだけ奥にある

ので，ＥＲの長さは 3 cmです。

よって，小さい方の立体の表面積は，

8×8＋(2＋5)×8÷2＋(5＋3)×8÷2＋8×3÷2＋2×8÷2

前 上 右 下 左

＝ 64＋28＋32＋12＋8

＝ 144 (cm2)

③ 大きい方の立体は，①全体の表面積である 384 cm2から，②小さい方の表面積である

144 cm2を引くと求められますから，384－144＝ 240 (cm2)です。

④ 小さい方の表面積は②で求めた 144 cm2で，大きい方の表面積は③で求めた 240 cm2で

すから，表面積の差は，240－144＝ 96 (cm2)です。

注意 本当は，小さい方の表面積は 144 cm2ではなくて，「144 cm2＋切り口の面積」で，

大きい方の表面積は 384 cm2ではなくて，「 240 cm2＋切り口の面積」ですが，切り口

の面積は共通なので，差は 144 cm2と 240 cm2の差で求めることができます。
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(練習) 3

ワンポイント (1)だけだったら簡単な問題です。

(1) ＢからＥ，ＥからＭ，ＭからＢの線を引くことができます。

すると，Ｂをふくむ方の立体は，三角すいです。

ＭはＡＤの真ん中の点ですから，ＡＭの長さは，

4÷2＝ 2 (cm)です。

1
この三角すいの体積は，5×2÷2×9× ＝ 15 (cm3)です。

3

全体の直方体の体積は，4×5×9＝ 180 (cm3)ですから，

残りの立体の体積は，180－15＝ 165 (cm3)です。

(2) Ｃ，Ｍ，Ｅを通る平面で切ると，右の図のようになります。

Ｈをふくむ立体とＢをふくむ立体はまったく同じ立体です

から，体積はそれぞれ全体の半分になり，180÷2＝ 90 (cm3)

です。

(1)の切り口も重ねると右の図のようになり，

Ｂをふくむ立体とＨをふくむ立体を取りのぞくと右の図の

ようになります。

① 頂点は，Ｍ，Ｂ，Ｃ，Ｅ，Ｆとあと1点ありますから，

全部で 6個の頂点があります。

② (1)で，直方体からＢを取りのぞいた残りの体積は，

165 cm3でした。

さらに，Ｈをふくむ立体の体積である 90 cm3を取りのぞくのですから，残りの体

積は，165－90＝ 75 (cm3)です。

Ｈ

Ｂ
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Ｅ Ｆ

Ｇ

Ｍ

Ｈ

Ｂ

4cm
5cm

9cm

Ａ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(練習) 4 (1)

ワンポイント ゆかやかべごと切るイメージで。

ＰからＱまで線を引くことはできますが，

ＰからＤ，ＱからＤまで線を引くことは，

立体の内部を通ってしまうのでできません。

このような問題の場合は，ＰからＱまで

の切断を，ゆかごと切るイメージでザクッ

と切断します。

Ｄと，ＰＱを切断したときの両端の点を

結びます。

結んだ線とＡＥとが交わる点をＲとして，

ＡＲの長さを求めるのが(1)の問題です。

の部分はクロス形をしてい

て，60：20＝ 3：1ですから，

ＡＲ：ＲＥも 3：1です。

よってＡＲの長さは，60÷(3＋1)×3＝ 45 (cm)です。
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Ｒ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

反復問題(練習) 4 (2)

ワンポイント (1)がわかれば(2)は簡単ですが，計算が複雑なのでミスしやすいです。

(1)で，右の図のＡＲは 45 cmであることが

わかりました。

よって，ＲＥは 60－45＝ 15 (cm)です。

同じようにして，ＳＧも 15 cmです。

さらに右の図のようにＲからＰ，ＳからＱ

まで切り口の線を引くと，Ｈをふくむ方の立

体の体積は，三角すい「Ｄ－Ｈ☆★」から，

三角すい「Ｒ－Ｅ☆Ｐ」と，三角すい「Ｓ－

ＧＱ★」を引いた残りの体積を求めることに

なります。

1
三角すい「Ｄ－Ｈ☆★」の体積は，80×80÷2×60× ＝ 64000 (cm3)で，

3

1
三角すい「Ｒ－Ｅ☆Ｐ」の体積は，20×20÷2×15× ＝ 1000 (cm3)で，

3

三角すい「Ｓ－ＧＱ★」の体積も，1000 cm3です。

よって，Ｈをふくむ立体の体積は，64000－(1000＋1000)＝ 62000 (cm3)です。
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

トレーニング 1

(1) ＰＱは前の面を通っているので引いてよく，

ＱＲは右の面を通っているので引いてよく，

ＲＰは上の面を通っているので引いてよいので，

右の図のような二等辺三角形の切り口ができます。

(2) ＰＲは後ろの面を通っているので引いてよく，

ＲＱは右の面を通っているので引いてよいのですが，

ＰＱは内部を通っているので引いてはいけません。

右の面と左の面は平行なので，ＲＱと平行にＰから

線を引き，ＰＲと平行な線をＱから引けば，右の図の

ような長方形の切り口ができます。

(3) ＰＱは前の面を通っているので引いてよく，

ＱＲは下の面を通っているので引いてよいのですが，

ＰＲは内部を通っているので引いてはいけません。

ＱＲは「たて：横」が 1：1ななめになっていますから，

Ｐから同じく 1：1ななめになるように平行な線を引き，

右の図のような台形の切り口ができます。

(次のページへ)

Ｑ

Ｒ
Ｐ

Ｑ

ＲＰ

Ｑ

ＲＰ

Ｑ

Ｒ

Ｐ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

(4) ＰＱは上の面を通っているので引いてよく，

ＱＲは前の面を通っているので引いてよいのですが，

ＰＲは内部を通っているので引いてはいけません。

ＱにくらべてＲは 2目もりぶん右にずれているので，

Ｐにくらべて 2目もりぶん右にずれるように切り口の線

を引き，

さらに結ぶと右のような平行四辺形の切り口ができます。

(5) ＰＱは左の面を通っているので引いてよく，

ＰＲは上の面を通っているので引いてよいのですが，

ＲＱは内部を通っているので引いてはいけません。

ＰＲは「たて：横」が，1：1ななめになっていますから，

Ｑからも「たて：横」が 1：1ななめになるように線を引いて，

(次のページへ)
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

さらに結ぶと右の図のような台形の切り口ができます。

(6) ＰＱは前の面を通っているので引いてよく，

ＱＲは右の面を通っているので引いてよいのですが，

ＰＲは内部を通っているので引いてはいけません。

ＱにくらべてＲは 2目もりぶん上にずれているので，

Ｐにくらべて 2目もりぶん上にずれるように切り口の線

を引き，

さらに後ろの面に切り口の線を引くと，右の図のような

平行四辺形の切り口ができます。

(次のページへ)
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

(7) ＰＱ，ＰＲは立方体の内部を通るので線を引いてはいけません

が，ＱＲは前の面にあるので線を引いてＯＫです。

ＱＲは「たて：横」が 3：2ななめです。

ＱＲは前の面にあり，前の面と後ろの面は平行ですから，

後ろの面にＰから引く線も，「たて：横」が 3：2ななめに

なるように引きます。

右の図のようにＰからＧまで線を引くと，「たて：横」は

6：4＝ 3：2となり，ＯＫです。

ＧからＲまで，下の面を通っているので線を引いてＯＫです。

次に，下の面と上の面は平行なので，ＧＲと平行になるよう

に，Ｐから線を引きます。

ＧＲは「たて：横」が，6めもり：4めもり＝ 3：2ですから，

右の図のように点Ｓを決めると，ＰＳは「たて：横」が，

3：2になるのでＯＫです。

最後に，ＳとＱを線で結んででき上がりです。

(次のページへ)
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

(8) ＰＱは前の面にあるので線を引いてよく，ＰＲも上の面に

あるので線を引いてよいですが，ＱＲは立方体の内部を通る

ので，線を引いてはいけません。

ＲＰの「たて：横」は，4目もり：6目もり＝ 2：3です。

ＳＱも「たて：横」が 2：3になるように，Ｓを決めます。

ＲからＳまで線を引いてよいので，右の図のような

台形ができます。

(次のページへ)
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

(9) ＰＱは左の面にあるので線を引いてよく，

ＱＲも前の面にあるので線を引いてよいですが，

ＰＲは立方体の内部を通るので線を引いてはいけません。

前の面と後ろの面は平行なので，切り口の線も平行です。

ＱＲは「たて：横」が 2：3なので，Ｐから「たて：横」が

2：3になるように線を引き，ＰＳとします。

左の面と右の面は平行なので，切り口の線も平行ですから，

ＰＱの「たて：横」が 4：6＝ 2：3なので，Ｓから「たて：横」

も 2：3になるように線を引き，ＳＴとします。

ＴからＲまで線を引いてよいので，右の図のような

五角形ができます。
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

トレーニング 2

アについて。

右の図の 2本の太線は，左の面と右の面にあり，平行になって

いますからＯＫです。

右の図の 2本の太線も，上の面と下の面にあり，平行になって

いますからＯＫです。

よって，アは切り口としてありえます。

イについて。

右の図の太線は，立方体の内部を通っているので，切り口

としてはありえません。

ウについて。

右の図の 2本の太線について考えてみます。

左側の太線は立方体の左の面にあって，「たて：横」は

1：3です。

右側の太線は立方体の右の面にあって，「たて：横」は

2：3です。

2本の太線は平行になっているはずなのにかたむきがち

がうのはおかしいので，立方体の切り口としてありえません。

(次のページへ)
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

エについて。

立方体の前の面と後ろの面は平行で，前の面と後ろの面に

ある 2本の線が平行になっているので，ＯＫです。

立方体の左の面と右の面は平行で，左の面と右の面にある

2本の線が平行になっているので，ＯＫです。

よって，エは切り口としてありえます。

オについて。

立方体の前の面と後ろの面は平行ですから，切り口の線も

平行でなければならないのですが，右の図の 2本の太線は平行

になっていないので，ダメです。

よって，オは切り口としてありえません。

カについて。

立方体の上の面と下の面は平行で，右の図の 2本の太線も

上の面と下の面にあって，平行になっていますからＯＫです。

同じようにして，右の面と左の面の切り口の線も平行で，

前の面と後ろの面の切り口の線も平行ですから，オは切り口

としてありえます。

以上から，切り口としてありえないのは，イ，ウ，オです。

エ

エ

オ

カ
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

トレーニング 3

(1) 立体を 1つの平面で切ったとき，切り口の線は立体の内部を通らずに，必ず表面に

できますから，①の答えはイです。

平面と平面が交わるときには直線になりますから，②の答えはウです。

また，1つの面に切り口の線は 2本以上できることはありえないので，1つの面にで

きる切り口の線は，1本以下( 1本か，0本)です。

もし 2つの面にできる切り口の線だったら，2本以下です。

立方体には 6つの面があるので，切り口の線は 6本以下です。

よって，立方体にできる切り口の図形の辺は最も多くても 6本ですから，③の答え

はキです。

(2) 平行な面にできる 2本の切り口の線も平行になりますから，①の答えはアです。

正五角形は右の図のような形をしています。

右の図の 2本の太線は，平行ではありません。なぜなら，

2本の太線をのばしていくと，右の図のように交わります。

もし平行だったらいつまでも交わりませんから，2本の

太線は平行ではなかったことになります。

このように，正五角形には平行な辺がありません。

よって，②の答えはエです。
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

実戦演習 1 (1)

Ｍ，Ｅ，Ｐを通る平面で切ると，右の図の

太線のようになります。

Ｈをふくむ立体の底面は，右の図のしゃ線

部分で，底面積は 5×10＝ 50 (cm2)です。

Ｈをふくむ立体の高さは，ＤＭとＧＰの平均

でＯＫです。

ＤＭは 5 cm，ＧＰは7 cmですから，ＤＭとＧＰ

の平均は，(5＋7)÷2＝ 6 (cm)です。

底面積は 50 cm2で，高さは 6 cmですから，体積

は，50×6＝ 300 (cm3)です。
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

実戦演習 1 (2)

ＥＭ，ＥＱは切り口の線を引いてよいのですが，

ＭＱは直方体の内部を通るので引いてはいけませ

ん。

右の図の，ＥＱとＭＲは平行です。

ＥＨは 10 cmでＭＤは 5 cmですから，

ＭＤはＥＨの半分の長さです。

よってＤＲもＨＱの半分の長さに

なり，6÷2＝ 3 (cm)です。

よって切り口は，右の図の太線のように

なります。

ＥＭ，ＨＤ，ＱＲをのばして交わった点をＯと

すると右の図のようになり，

(次のページへ)
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

の部分はクロス形になっているので，ＯＤは5 cmです。

右の図のようになるので，

三角すい台ＤＭＲ－ＨＥＱの体積は，

大三角すい－小さい三角すい

1 1
＝6×10÷2×10× －3×5÷2×5×

3 3

＝ 100－ 12.5

＝ 87.5 (cm3)です。
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

実戦演習 2 (1)

右の図は，切り口の線を書いている途中です。

上の面と下の面は平行なので，ＰＱとＥＲも

平行です。

ＰＱの「たて：横」は，2：3ですから，

ＥＲの「たて：横」も，2：3です。

よって，ＦＲ：ＥＦが 2：3となるので，

ＦＲが②，ＥＦが③にあたります。

5
③あたり 5 cmですから，①あたり，5÷3＝ (cm)です。

3

5 10 1
ＦＲは②にあたるので， ×2＝ ＝ 3 (cm)です。

3 3 3
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

実戦演習 2 (2)

右の図のように，ＥＲとＨＧをのばして，

交わった点をＯとすると，

1
ＦＲは(1)で 3 cmであることがわかった

3

1 2
ので，ＧＲは，4－3 ＝ (cm)です。

3 3

右の図のしゃ線を引いた部分はクロス形に

1 2
なっていて，ＦＲ：ＧＲ＝ 3 ： ＝ 5：1

3 3

です。

よって，ＥＦ：ＧＯも 5：1になるので，

ＥＦが 5 cmですからＧＯは1 cmです。

求めたいのは，切り口の面が辺ＣＧと

交わる点をＳとしたときの，ＣＳの長さ

です。

右の図のように，ＱＳをのばすと，点

Ｏを通ります。

右の図のかげをつけた部分はクロス形に

なっています。

ＱＣ：ＧＯ＝ 2：1ですから，ＣＳ：ＳＧも

2：1です。

ＣＧは 3 cmですから，ＣＳの長さは，

3÷(2＋1)×2＝ 2 (cm)です。
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

実戦演習 3

(1) 立方体の 1辺は 6 cmで，点Ｐ，Ｑは辺の真ん中

ですから，ＤＰ，ＤＱ，ＡＱは 6÷2＝ 3 (cm)です。

右の図のしゃ線部分はクロス形になっていて，

ＤＱ：ＡＱ＝ 3：3＝ 1：1ですから，ＤＰ：ＡＴも

1：1です。

ＤＰは 3 cmですから，★の長さも 3 cmです。よって，

ＢＴ＝ＢＡ＋ＡＴ＝ 6＋3＝ 9 (cm)です。

(2) (1)で，ＡＴは 3 cmであることがわかりました。

ＥＦは立方体の 1辺なので6 cmですから，右の図の

しゃ線部分のクロス形において，

ＡＴ：ＥＦ＝ 3：6＝ 1：2です。

よって，ＡＲ：ＲＥも 1：2になり，ＡＥの長さは

立方体の 1辺なので6 cmですから，

ＲＥ＝ 6÷(1＋2)×2＝ 4 (cm)です。

(3) (1)で，ＢＴは 9 cmであることがわかりました。

同じようにして，ＢＵの長さも9 cmです。

よって，三角すいＦ－ＢＵＴの体積は，

1
9×9÷2×6× ＝ 81 (cm3)です。

3

(4) 頂点Ｂをふくむ方の立体の体積は，

(3)で求めた三角Ｆ－ＢＵＴの体積である 81 cm3から，

右の図の太線部分である三角すいＴ－ＡＲＱと，

三角すいＵ－ＣＰＳの体積を引くことによって求め

ることができます。

(2)でＲＥは 4 cmであることがわかっているので，

ＡＲは 6－4＝ 2 (cm)です。

1
三角すいＴ－ＡＲＱの体積は，3×2÷2×3× ＝ 3 (cm3)で，

3

三角すいＵ－ＣＰＳの体積も 3 cm3ですから，頂点Ｂをふくむ方の立体の体積は，

81－3×2＝ 75 (cm3)です。
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

実戦演習 4 (1)

ＰＱの線を引くことができます。ＰＱは上の面に

あります。

ＰＱの線の「たて：横」は，4：6＝ 2：3です。

同じく 2：3になるように，ＲＳを下の面に引きます。

ＦＳが②，ＦＲが③にあたり，ＦＲは9 cmですから，

9 cmが③にあたります。

①あたり，9÷3＝ 3 (cm)ですから，②にあたるＦＳは，

3×2＝ 6 (cm)です。
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

実戦演習 4 (2)

(1)で，ＦＳの長さは 6 cmであることがわかりました。

右の図のように，ＳＲをのばした線と，ＨＥをのば

した線とが交わった点をＯとすると，

右の図のしゃ線部分のようなクロス形ができます。

ＥＲ：ＲＦ＝ 3：9＝ 1：3ですから，★とＦＳの

長さの比も 1：3です。

よって★の長さは，6÷3＝ 2 (cm)です。

点Ｐと点Ｏを直線で結んだときの，ＡＥと交わった

点が，点Ｔです。

右の図のしゃ線部分はクロス形になっていて，

ＡＰ：ＥＯ＝ 8：2＝ 4：1ですから，ＡＴ：ＴＥも

4：1です。

ＡＥは直方体の高さなので 10 cmですから，ＡＴの

長さは，10÷(4＋1)×4＝ 8 (cm)です。
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

実戦演習 4 (3)

(2)で，ＡＴの長さは 8 cmであることがわかりました。

直方体の左の面にある切り口の線であるＰＴは，

「たて：横」が，8：8＝ 1：1です。

よって，右の面にＳＵという切り口の線を書くと，

ＳＵの「たて：横」も，やはり 1：1になります。

ＳＧ＝ＦＧ－ＦＳ＝12－6＝ 6 (cm)で，「たて：横」が

1：1ですから，ＧＵも 6 cmです。
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演習問題集５下第１４回 くわしい解説

実戦演習 4 (4)

点Ｕと点Ｑ，点Ｔと点Ｒを線で結ぶと，右の

図のような切り口の線ができます。

(4)の問題は，この切り口で切り分けたときの，

点Ｈをふくむ立体の体積を求める問題です。

右の図のようにのばします。

大きい三角すい「ＶＨＯＷ」ができます。

ＰＴの「たて：横」は，8：8＝ 1：1です

から，ＰＶの「たて：横」も，1：1です。

よって，ＶＤはＰＤと同じ長さなので，

4 cmです。

また，ＦＳ＝6cmなので，ＧＳも，12－6＝ 6 (cm)です。

よって，三角形ＦＳＲと三角形ＧＳＷは合同なので，ＷＧの長さは 9 cmです。

点Ｈをふくむ立体の体積

＝三角すい「ＶＨＯＷ」－「ＶＤＰＱ」－「ＯＴＥＲ」－「ＷＧＵＳ」

1 1 1 1
＝ 21×14÷2×14× － 6×4÷2×4× － 3×2÷2×2× － 9×6÷2×6×

3 3 3 3

＝ 686－16－2－54

＝ 686－16－2－54

＝ 614 (cm3)
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